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れにより投与カロリーは39. 7~49. 7cal/kg/day , グルコースは 8. 3 ~ 10. 4g/kg/day，アミノ酸は1. 6
~ 2. 0 g/kg/ day が投与されることとなる。
1 )高カロリー輸液時の血糖値の変動
5 症例を対象とし，輸液開始後第 1 R FI 及び第 8 日日に 2 時間毎に 12同採血し，日内変動をみた。
更に輸液開始後毎日 1 回 2 週間にわたり日差変動を検討した。
日内変動:第 1 日日の血糖値は84~164mg/d 1 ， 平均値 131. 4土 18. 8mg/ d 1 ( M士 S.D. )を ;j\ し
た。インスリン値は 6. 25 ~45μU/ml ， 平均値は21. 4 士 5.3μ U/ml を ;jミした。
第 8 日円では血糖値は71~ 158 mg/ d 1 ，平均値 112.5 士 18. 2mg/d 1 をノメした。インスリン値は
6. 25 ~45μU/m 1 ， 平均値は18.5士 2.1μ U/ml をぷした口
日差変動:本輸液施行中の血糖値は58~ 152 mg/d 1 ， 平均値 105.0 士22.1mg/dl をノjミした。イン




11症例を対象として，高カロリー輸液施行中に25 g グルコース経静脈的負荷試験を行い， K値並
びに Insulin IndexムIRI/ムBS(5mim) を求め本輸液施行 lìíjのそれと比較したの
本輸液施行中の K値は施行前に比べ， 0.66 土 0.87 %/mimの増加 (P < 0.05 )をぷした。 Insulin





7 症例をあI象として早朝高カロリー輸液の注入を突然中 [1: し，生理食塩水に変更し， 3 時間にわ
たり 府立状態並び、に血糖値，インスリン値の変動をみた。
血糖値は，中止後20分で 13~66mg/d 1 (平均34.0士 16. 9mg/d 1) の低下をぶした。インスリン値
は 4. 0 ~76. 5μ U/ml (平均32.5士 27.4μ U/ml) の低下をノJミした口個々の症例の最低血糖値は24~










2 )高カロリー輸液施行中に経静脈的糖負荷試験を行なったところ， K値， Insulin Index は共に本
輸液施行前に比べて増加が見られた。即ち，本輸液施行中インスリン分泌能も維持されており，耐
糖能は低下していないものと考えられた口
3 )高カロリー輸液を突然中止したところ，血糖値の急激な低下がみられた。しかし，インスリン値
もこれに平行して低下し，臨床的には低血糖症をノ:J\"すものは 1 例においても認められなかった。こ
れらより，本輸液施行により低血糖に対する生体の対応は維持されていると考えられた。
以上，高カロリー輸液に:fJ'いては高濃度グルコースを中心とした栄養液が大量にしかも持続的に静
脈内に注入されるが，生体の糖代謝調節機構はこれにより障害されていない事を明らかにした口
論文の審査結果の要旨
本研究は最近臨床領域において強力な治療手段と認められている高カロリー輸液につき，血糖調節
面より研究を行ったものである。
即ち一定規準下に高カロリー輸液を施行した患者において血糖並びにインスリンの日内変動， 円差
変動，本輸液施行中の耐糖能(糖負荷試験)，並びに本輸液中断時の反応、について詳細に検討を行な
い，本輸液自体が血糖調節機構を全く障害しているものでないことを明らかにしたものである。
従来内科領域にわいて糖尿病を中心として研究が進められてきた血糖節機構に関する研究につき，
新しい方向性をノメしたものである。
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